【避難準備訓練】BCP　訓練
避難確保計画　訓練

避難準備訓練実施計画書

水害を想定して、浸水や土砂災害時に利用者と職員の安全を確保するため、避難の準備を行うための訓練です。利用者の避難を行う前に避難の準備が完了できるように訓練で確認する。

【訓練日時】
　　　
【訓練の目的】
防災計画、業務継続計画等に基づき、大雨を想定した避難準備訓練を実施し、その結果を踏まえて各種計画、マニュアルなどを検証・改善することにより、大規模災害時の業務継続力・初動対応力の向上を図り、迅速な避難行動ができるように職員の防災意識の向上を目指す。

【訓練の目標】
以下の行動が実施できたかを確認する。また何分掛ったかの時間も計測する
· 防災気象情報を迅速に確認（全職員ができることが理想）し、今後の予測を行い、体制を判断する
· 避難時に必要な資器材、備蓄品を確認し、不足する場合は迅速に調達確保する
· 食料・飲料水を〇食分　〇階の○○部屋へ準備する
· 断水に備えて、非常用トイレセットや紙おむつなどを準備する
· 電源が必要な利用者数を確認し、非常用発電機を〇階の○○部屋へ準備する
· 移動の際に車いすやベッド、担架等で移動しなければいけない利用者を確認する
· 避難後に活用するための利用者の情報を管理する
· 事務室などから移動する資器材を確認し、〇階○○部屋へ移動する

【訓練参加者】
　○○職員　　　名

【振り返り】
訓練後に振り返りを行い、目標を達成できたか、また訓練で気が付いた点について参加者で意見交換を行い、必要に応じて、計画やマニュアルなどの修正を行う。

【訓練チェックポイント】
· 必要な資器材、備蓄品を確認できたか
· 1階出入り口に土のう・水のう等止水装置を設置できたか
· 食料・飲料水、非常用トイレセットや紙おむつなどを準備できたか
· 避難後に活用するための利用者の情報を準備できたか
避難準備訓練プログラム
	時間
	内容

	9：30
	訓練開始
レベル３　大雨警報・はん濫警報・土砂災害警報発表、
福岡市が警戒レベル3　高齢者等避難発令
· 気象情報の収集
· 今後の体制などの準備（業務縮小・物資・人員など）

	10：00
	レベル４　大雨危険警報・はん濫危険警報・土砂災害危険警報発表
福岡市が警戒レベル４　避難指示発令
· 警戒体制
· 気象情報を収集
· 避難場所の準備、避難準備
· 移動が必要な備品などの確認と移動

	10：30
	キキクルで、施設周辺がレベル４相当と判断
· 避難開始

	10：40
	訓練終了

	10：45
	振り返り
目標達成状況の確認、訓練で気が付いた点の意見交換



※訓練シナリオでは、状況の変化を早く設定しているが、実際にもこのくらいの速さで進むこともある。



避難準備訓練シナリオ
	時間
	状況・気象情報など
訓練の内容
	訓練管理者
	訓練参加者

	9：30
	訓練開始
レベル３　大雨警報・はん濫警報・土砂災害警報　発表
警戒レベル３　高齢者等避難発令
· 気象情報の収集
· 今後の予測を確認して、警戒体制および非常体制に備えて、準備を開始
	訓練開始を宣言
警戒レベル3が発表されたことを通知

行動が進まない場合はアドバイスを行う
	
警戒レベル3が発表されたときに行う行動を実施する

	10：00
	レベル４　大雨危険警報・はん濫危険警報・土砂災害危険警報発表
警戒レベル４　避難指示発令
· 警戒体制
· 気象情報を収集
· 不在職員に連絡、応援を要請
· 避難準備
· 避難場所の準備
	警戒レベル４が発表されたことを通知
	警戒レベル4の発表を受け、行動を実施する

	10：30
	キキクルで、施設周辺がレベル４と判断
· 避難開始を周知
	キキクルで施設周辺の浸水や河川、土砂災害などがレベル4に変化したことを通知
	避難行動を行うための情報共有まで行って訓練終了

	10：40
	訓練終了

	10：45
	振り返り
目標達成状況の確認、訓練で気が付いた点の意見交換


※訓練シナリオでは、状況の変化を早く設定しているが、実際にもこのくらいの速さで進むこともある。


